
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
組
織
機
能
の
あ
り
方

１
－
は
じ
め
に

　
分
権
化
の
進
む
都
市
社
会
で
は
、

地
域
住
民
と
行
政
が
連
携
し
た
地

域
課
題
の
発
見
・
分
析
・
解
決
手
法

の
検
討
・
実
践
・
検
証
の
プ
ロ
セ
ス

を
と
お
し
て
地
方
分
権
＝
住
民
自

治
の
充
実
と
い
う
構
図
が
描
か
れ

る
と
思
う
。
本
稿
で
は
課
題
解
決

に
向
け
た
地
域
住
民
組
織
（
自
治
会

町
内
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
の
役
割
と
行

政
、
と
り
わ
け
区
役
所
の
あ
る
べ

き
姿
を
展
望
し
横
浜
ら
し
い
自
治

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
。

①
地
域
課
題
と
は
何
か

　
地
域
の
課
題
は
ゴ
ミ
関
連
、
福

祉
保
健
、
防
犯
、
防
災
、
公
共
交
通

機
関
等
多
岐
に
渡
り
、
そ
の
内
容

も
多
様
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の

立
地
環
境
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の

状
況
か
ら
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
係

わ
り
な
が
ら
、
総
合
的
に
顕
在
化

し
多
層
化
し
て
い
る
。
こ
れ
を
エ

リ
ア
と
解
決
主
体
に
よ
り
分
類
し

て
み
る
。

　
ア
　
エ
リ
ア
で
の
分
類

　
地
域
、
区
域
、
市
域
に
区
分
し
、

「
地
域
で
解
決
で
き
る
も
の
」
は
地

域
で
解
決
し
、
地
域
で
解
決
困
難

な
も
の
は
区
域
や
市
域
で
検
討
す

べ
き
も
の
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
い
わ
ゆ
る
補
完
性
・
近
接
性

の
原
理
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。

　
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
「
生
活
圏

域
の
一
定
の
ま
と
ま
り
」
、
「
多
様

な
担
い
手
」
の
確
保
、
「
地
域
人
材
、

地
域
資
源
」
と
い
う
視
点
を
基
本
に

考
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　
「
生
活
圏
域
の
一
定
の
ま
と
ま

り
」
と
し
て
は
、
①
自
治
会
町
内
会
、

②
地
区
連
合
自
治
会
、
③
小
学
校

区
や
中
学
校
区
が
想
定
で
き
る
。

　
イ
　
解
決
主
体
で
の
分
類
・
�
・

　
　
　
『
新
し
い
公
共
』
の
概
念
に

　
　
　
よ
る
取
組

　
行
政
と
地
域
社
会
の
様
々
な
主

体
が
、
協
働
し
て
支
え
る
と
い
う

『
新
し
い
公
共
』
の
概
念
の
も
と
で
、

様
々
な
試
行
や
取
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。
公
民
連
携
に
よ
り
、
民

が
実
現
す
る
「
公
」
、
公
民
で
実
現

す
る
「
公
」
へ
と
解
決
方
法
も
多
様

と
な
る
。

２

地
域
課
題
解
決
に
地
域
住
民

が
取
り
組
む
意
義

　
住
民
の
価
値
観
が
多
元
化
し
、

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
な
か
で
生

活
の
充
実
感
を
実
感
し
住
民
自
治

の
内
実
化
を
図
る
た
め
に
は
、
住

民
自
ら
が
決
定
で
き
る
自
己
決
定

力
を
培
う
こ
と
、
選
択
肢
が
複
数

で
幅
が
あ
る
こ
と
、
情
報
が
整
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

①
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
自
治

　
会
町
内
会
の
役
割
と
課
題

　
平
成
1
9
年
度
の
市
内
自
治
会
町

内
会
は
、
２
，
８
５
７
団
体
、
世
帯

加
入
率
は
、
7
9
・
４
％
と
な
っ
て
い

る
。
自
治
会
町
内
会
に
は
、
住
民

に
よ
る
住
民
の
た
め
の
参
加
の
場

と
し
て
の
役
割
や
、
行
政
と
地
域

を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し
て
の
役
割
が

あ
る
が
、
平
成
1
5
年
度
自
治
会
町

内
会
実
態
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
。

・
運
営
上
の
課
題

「
担
い
手
」
と
「
参
加
」
が
上
位
を

占
め
て
い
る
。

・
行
政
か
ら
の
依
頼
業
務
の
課
題

　
負
担
と
感
じ
る
主
な
業
務
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
自
治
会
町

内
会
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
自

治
会
町
内
会
へ
の
関
心
、
参
加
意

識
を
高
め
、
団
塊
の
世
代
な
ど
知

識
や
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
材

２
グ
ル
ー
プ

細
谷
　
　
延
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～
大
き
す
ぎ
る
「
基
礎
自
治
体
」
の
再
編
～

《2》

三
上
　
章
彦

都
市
経
営
局
政
策
課
長

毛
涯
　
清
隆

環
境
創
造
局
用
地
調
整
課
長

小
嶋
　
哲
夫

西
区
総
務
課
長

鈴
木
　
健
一

保
土
ヶ
谷
区
保
土
ヶ
谷
土
木
事
務
所
副
所
長

山
本
　
　
治

旭
区
区
政
推
進
課
長

新
井
　
達
夫

泉
区
区
政
推
進
課
長

林
　
　
賢
是

監
査
事
務
局
監
査
課
担
当
課
長

（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

青
葉
区
長

委員の選出・住民意思

のとりまとめ

会議等への出席・動員

物品・金品等の募集・配

布

ちらし類の回覧

65.5％

58.8％

35.3％

34.3％

役員のなり手がいない

役員の高齢化

行事等参加者が少ない

未加入世帯の増加

54.7％

42.4％

41.7％

29.4％



の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
役
員
の
負
担
軽

減
策
と
し
て
、
行
政
か
ら
の
依
頼

業
務
の
見
直
し
、
活
動
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
き
る
人
材
・
地
域
情
報
等

の
提
供
や
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
等

の
雇
用
経
費
を
補
助
す
る
仕
組
み

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

②
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ

　
Ｏ
等
関
係
団
体
の
役
割

　
～
自
治
会
町
内
会
と
の
ゆ
る
や

　
か
な
連
携

　
「
横
浜
市
に
お
け
る
市
民
活
動
と

の
協
働
に
関
す
る
基
本
方
針
（
横
浜

コ
ー
ド
）
」
の
「
協
働
の
原
則
」
で

あ
る
「
目
的
共
有
の
原
則
」
で
は
、

協
働
に
よ
る
公
共
的
課
題
の
解
決

は
、
目
的
を
共
通
理
解
し
、
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
は
、
テ
ー
マ
（
目
的
）

型
で
あ
り
、
特
定
の
地
域
課
題
に

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

積
極
的
な
参
加
が
有
効
か
つ
必
要

と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
課
題
解
決

に
向
け
自
治
会
町
内
会
と
の
ゆ
る

や
か
な
連
携
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
。

③
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な
組
織

　
課
題
解
決
に
向
け
た
新
た
な
組

織
と
し
て
、
自
治
会
・
町
内
会
の
ほ

か
、
課
題
解
決
の
た
め
に
発
展
し

て
き
た
関
係
団
体
な
ど
で
組
織
し
、

地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　
横
浜
市
泉
区
で
は
、
区
内
を
1
2

の
地
域
に
分
け
て
地
区
経
営
委
員

会
（
地
域
自
治
組
織
）
を
設
け
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
経

営
委
員
会
か
ら
２
名
づ
つ
委
員
を

選
任
し
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

区
長
か
ら
の
諮
問
や
区
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。
（
図
１
）

３
－
区
役
所
の
機
能
強
化

図１　泉区の地域自治組織イメージ

　
区
役
所
の
機
能
強
化
の
方
向
性

と
し
て
、
以
下
の
３
点
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　
ア
　
情
報
の
発
信
・
収
集
と
課
題

　
　
　
発
掘
力
の
強
化

　
地
域
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
市
の
政
策
理
念
や
財
政
状

況
な
ど
、
行
政
施
策
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
情
報
を
住
民
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
イ
　
説
明
力
・
対
話
力
の
強
化

　
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
的
関
係

の
構
築
が
重
要
で
あ
り
、
全
て
の

職
員
の
説
明
力
・
対
話
力
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
。
２
～
３
年
で
異
動

す
る
市
職
員
を
地
区
担
当
に
充
て

る
よ
り
も
、
長
期
ス
パ
ン
で
地
元

に
密
着
で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　
ウ
　
政
策
提
案
力
の
強
化

　
局
か
ら
の
権
限
移
譲
や
自
由
度

の
高
い
予
算
を
増
額
さ
せ
る
な
ど
、

区
の
裁
量
範
囲
の
拡
大
を
指
向
す

る
過
程
に
お
い
て
、
政
策
提
案
力

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
区
の
機
能
強
化
に
向
け
た
制
度

提
案
と
し
て
、
ア
　
予
算
、
イ
　
政

策
決
定
や
法
定
権
限
の
執
行
、
ウ

　
人
的
資
源
、
の
３
点
に
つ
い
て

図
２
に
整
理
し
た
。

４

新
し
い
自
治
の
仕
組
み

～
地
域
１
区
１
市
の
３
層
構
造

　
横
浜
型
の
新
し
い
自
治
の
仕
組

み
は
、
地
域
で
解
決
で
き
る
も
の

は
地
域
で
解
決
し
、
で
き
な
け
れ

ば
区
ま
た
は
市
で
解
決
す
る
３
層

構
造
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

区
役
所
は
教
育
行
政
や
消
費
者
行

政
等
も
担
い
、
文
字
通
り
「
地
域
の

総
合
行
政
機
関
」
の
役
割
を
果
た
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

図２
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